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令
和
元
年
台
風

15
号
、
な
ら
び
に

台
風
17
号
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
会
報
で
、「
今
年
の
漢
字
一
文
字
」に

つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
大
阪
北
部

地
震
、激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
西
日
本
豪
雨
、

関
西
国
際
空
港
を
孤
島
に
し
た
台
風
21
号
、

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
起
こ
し
た
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
、
各
地
で
観
測
史
上
最
大
の
瞬
間

風
速
を
記
録
し
た
台
風
24
号
が
あ
り
、
正
に

『
災
』の
一
年
で
し
た
。
今
年
の
土
木
学
会
全

国
大
会
の
テ
ー
マ
は
、【
激
甚
化
す
る
自
然
災

害
、
挑
戦
す
る
土
木
～
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社

会
の
構
築
に
向
け
て
～
】で
し
た
。
そ
の
後
、

台
風
15
号
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
首
都
圏
で
長

期
間
停
電
が
続
く
ほ
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
さ
が
露
呈
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
自
然
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、„
想

定
外
＂や„
50
年（
又
は
1
0
0
年
）に
一
度
＂

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
。
市
民
生
活
は
、

持
続
可
能
な
安
定
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
安
定

し
た
社
会
の
基
礎
に
は
安
全
・
安
心
が
あ
り
、

そ
の
上
で
市
民
は
初
め
て
快
適
、
豊
か
さ
、

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
木
技

術
を
学
び
、
土
木
に
携
わ
っ
て
い
る
者（
土

木
屋
）は
、
想
定
外
だ
か
ら
、
50
年
に
一
度

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
市
民
生
活
を
脅
か
す
事

象
を
傍
観
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

我
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
培
っ
た
技

術
を
駆
使
し
て
想
定
外
を
想
定
内
に
し
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
17
の

目
標
と
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る

S
D
G
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
摂
南
大
学
土
木
会
は
、
大
学

と
社
会
を
繋
ぐ
と
と
も
に
、
卒
業
生
が
交
流

で
き
る
組
織
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
多
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
と
大
学
が
連
携

し
な
が
ら
、
変
化
す
る
自
然
環
境
に
対
応
で

き
る
強
い
社
会
の
構
築
に
、
微
力
な
が
ら
で

も
貢
献
で
き
る
機
能
も
具
備
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
で
56
年
目
に
な
る
本
学

土
木
会
は
、
諸
先
輩
方
を
は
じ
め
、
大
学
先

生
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
す
。
そ
の

D
N
A
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
社
会
に
貢
献
し
、

在
学
生
や
卒
業
生
が
誇
れ
る
土
木
会
を
持
続

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
土
木
会
に
お
い

て
も
身
の
丈
に
合
っ
た
S
D
G
s
を
掲
げ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
土
木
会
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
機
能

を
備
え
、
持
続
で
き
る
よ
う
今
ま
で
以
上
の

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

摂
南
大
学
土
木

会
会
員
の
皆
様
。

平
素
は
、
学
科
の

運
営
・
教
育
に
ご

理
解
頂
き
、
ま
た

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
度
４
月
よ
り
学
科
長
を
拝
命

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
浅
学
非
力
で
、
い
つ

ま
で
も
半
人
前
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
都
市
環

境
工
学
科
の
発
展
と
学
生
諸
君
の
育
成
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

学
科
の
状
況
で
す
が
、
就
職
状
況
は
引
き

続
き
極
め
て
良
好
で
、
昨
年
度
の
就
職
率
は

大
学
院
進
学
者
も
含
め
て
1
0
0
％
で
あ
り

ま
し
た
。
本
年
度
も
、
順
調
に
推
移
し
て
お

り
、
今
後
は
、
公
務
員
志
望
の
学
生
が
確
定

し
て
い
く
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
近
年
で
は

大
学
院
へ
の
進
学
を
、
強
く
勧
め
て
お
り
ま

す
が
、
大
学
院
進
学
者
は
徐
々
に
増
え
て
お

り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
大
学
院
教
育
の
強
化

を
、推
し
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
継
続
審
査

（
2
回
目
）の
年
度
で
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ
責
任
者
の
熊
谷
教
授
を
中
心
に
、
学
科

を
あ
げ
て
審
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
自
己

点
検
書
と
添
付
資
料
の
作
成
は
非
常
に
労
力

を
要
す
る
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
熊
谷
教

授
に
は
特
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
よ
い
資
料

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
実
地
審

査
で
も
、
厳
し
い
指
摘
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
認

定
期
間
は
2
0
1
8
年
度
か
ら
6
年
間
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
シ
ス
テ

ム
を
活
か
し
て
、
社
会
が
求
め
る
優
秀
な
人

材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
要
求

さ
れ
る
人
材
像
は
、
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
従
来
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
能
力
に
加

え
て
、
民
族
や
価
値
観
の
多
様
性
を
理
解
す

る
力
と
、
異
分
野
の
人
材
と
共
同
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
達
成
し
て
い
く
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
先
端
科
学
技

術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
従

来
の
縦
割
り
行
政
的
な
学
科
分
割
で
は
対
応

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
学
部
全
体

で
の
対
応
の
必
要
性
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

従
前
の
古
典
的
学
問
を
講
義
す
れ
ば
良
い
と

い
う
大
学
教
授
像
か
ら
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
変

化
し
た
教
育
能
力
な
ら
び
に
教
育
シ
ス
テ

ム
・
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
に
応
じ
て
、
建
学

の
精
神
に
も
あ
る「
専
門
職
業
人
の
育
成
」

に
、
学
科
全
体
と
し
て
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
に
貢
献
す
る
摂
大
土
木
会
へ

会 

長　

新
田  

耕
司（
摂
大
平
成
２
年
卒
）中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

会
長
挨
拶

J
A
B
E
E
継
続
審
査
を
終
え
て

都
市
環
境
工
学
科
　
教 

授　

片
桐 

信

学
科
長
挨
拶
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［摂南大学土木会］ 平成30年度 決算書・令和元年度 予算書
平成30年度上期　決算（案）　平成30年4月1日から9月30日� ▼平成30年４月１日現在�特別積立金390万円

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算 決　算 科　　　目 予　算 決　算

前年度繰越金　　　　 848,403 848,403 事務費等　　　 70,000 103
正会員入会金 690,000 610,000 同窓会補助 10,000 0
預金利息 150 9 役員会・評議員会費 50,000 0

慶弔費・見舞金 30,000 0
雑費 30,000 0
会報発行費 0 32,445
予備費 1,268,412 1,425,864

合計金額 1,538,553 1,458,412 合計金額 1,458,412 1,458,412
平成30年度　決算（案）　平成30年10月１日から令和元年９月30日� ▼平成30年10月１日現在�特別積立金390万円

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 予　算 決　算 科　　目 予　算 決　算

上半期繰越金 1,348,553 1,425,864 事務費等　　　 140,000 34,698
正会員入会金（60名） 600,000 620,000 会報発行費 800,000 725,159
広告料（22社） 440,000 340,000 同窓会補助 30,000 0
預金利息 300 14 役員会・評議員会費 100,000 0
寄付金 0 54,000 慶弔費・見舞金 70,000 54,840

雑費 30,000 16,554
名簿追加修正費 30,000 29,000
予備費 1,188,853 1,579,627

合計金額 2,388,853 2,439,878 合計金額 2,388,853 2,439,878
令和元年度　予算（案）　令和元年10月１日から令和２年９月30日� ▼令和元年９月30日現在�特別積立金390万円

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算 科　　　目 予　算

前年度繰越金 1,579,627 事務費等　　　 140,000
正会員入会金（56名） 560,000 会報発行費 800,000
広告料（22社）　　　　　　　 440,000 同窓会補助 80,000
預金利息 100 役員会・評議員会費 100,000

総会費 400,000
特別講演会（2人分） 100,000
ホームページ製作費 650,000
ホームページ維持管理費 120,000
慶弔費・見舞金 70,000
雑費 30,000
名簿追加修正費 30,000
予備費 59,727

合計金額 2,579,727 合計金額 2,579,727

令和元年度　摂南大学土木会役員・評議員名簿【案】 *学内連絡係／ **代表幹事／ ***副代表幹事／※代表評議員

名誉顧問 井上　 治
相談役 橋本　梯造（S42）

同　上 森　　俊介（S55）
同　上 藤田　孝志（S55）
同　上 新井　栄作（S60）

役　員
会　長 新田　耕司（H2）
副会長 西川　朝彦（S48）
同　上 青木葉隆典（S62）
常任委員 片桐　　信
同　上 熊谷樹一郎
同　上 熊野　知司
* 同　上 田中賢太郎（H13）

同　上 寺本俊太郎
同　上 福島　　徹
同　上 佐藤　大作
同　上 水野　忠雄

荒瀬美喜夫（S44）
丸山　良夫（S44）
上柳　清志（S45）
正本　　実（S45）
奥田日出男（S46）
江原　光治（S47）
大畠　和夫（S47）

※ 城　幸一郎（S47）
平峯　武志（S47）
塩沢　　隆（S48）
万字　　敦（S49）
陰山　豊秀（S50）
延永　稔仁（S50）
柴田　芳彦（S51）
小西　隆夫（S52）
池谷　　力（S53）
藤田　謙治（S54）

坂上   敏彦（S54）
* 平尾　雅一（S54）

石橋　源三（S55）
山口　雅明（S55）
北村　幸定（S56）
寺岡　國仁（S57）
道山　長八（S57）
松下　正寿（S58）
木村　寿夫（S59）
宮川　尚三（S60）
岩崎　　央（S61）

※ 大野　幸一（S61）
大橋　政広（S62）
高田　　太（S62）
中野　　茂（S63）
森　　光正（H01）
秋岡　宜和（H02）

岡田　博志（H03）
※ 佐々木　剛（H04）

前田　泰秀（H05）
木村　隆幸（H06）
卜部　伸一（H07）
水野　貴史（H08）
吉山　昌志（H09）
手嶋　正和（H10）
山元　一平（H11）
亀井　義明（H12）
水島　裕幸（H12）
高岡　栄二（H13）
福島　智行（H14）
川勝　雄介（H15）
小山　裕貴（H15）
藤澤   博規（H16）
亀岡   慎也（H17）

中島   誉史（H18）
藤田   雄三（H19）

※ 東出　　唯（H20）
中川　佳祐（H21）
根木　沙織（H22）
小笠原祐介（H23）
赤星　健太（H24）
植田　友徳（H25）
川島　慶一（H25）
川口　雄大（H26）
黒田　佳郎（H27）
中野　洋平（H28）
合田　周平（H29）
田中　達大（H30）
奥田　勝稀（H31）
藤家　凌我（H31）

同　上 田中　昌明（S48）
*** 同　上 城野　和夫（S50）

同　上 北村　幸定（S56）
同　上 延永　稔仁（S50）

** 同　上 中土井敬史（H7）
同　上 中村　貴則（H10）
同　上 坂本　　圭（H10）
会　計 石田　裕子
同　上 小川　芳也（H14）
監　査 伊藤　譲
同　上 眞鍋　育弘（S51）

評議員
中野　昭雄（S39）
福田　富保（S40）
柴田　　均（S42）
中谷　利昭（S42）
古川　忠彦（S43）
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「都市環境システム工学科 建築士プログラム」（一級建築士受験資格）認定条件※1

入学年（西暦） 入学年（平成） 学科 「建築士プログラム」認定の条件
2002 14 都

市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科

平成20年度開講の「建築製図」又は平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。又は同等の科目を他大学
で履修して単位取得する※3。2003 15

2004 16
2005 17 平成20年度開講の「建築製図」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」（平成21年度から開講）を科目履修生として単位取

得する※2。もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2006 18
2007 19 平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。もし

くは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2008 20
2009以降 21以降 認定されない。※4
※1： 一級建築士受験を目指す「建築士プログラム」認定の条件です。卒業後に、建築に関して2年以上の実務経験を経て一級建築士試験の受験資格が得られます。二級建築士は、卒業後に1年以上

の実務経験を経て受験できます。この場合、「建築士プログラム」認定の必要はありません。また、二級建築士合格後、4年以上の実務経験を経て一級建築士が受験できます。
※2： 卒業後に対象科目の単位修得を行った場合も実務経験の起算日は卒業時となりました。なお科目履修の手続きについては教務課に問い合わせください。
※3： 卒業後に対象科目の単位を他大学で取得した場合でも一級建築士の受験資格が得られるようになりました。ただし、他大学で科目を修得するにあたって、受講予定の授業内容と本学の「建築

設計製図Ⅰ」の内容が一致しているかどうかについては、主管庁の国土交通省、建築技術教育普及センター、本学においても事前には一切回答いたしません。申請者が一級建築士の受験申請
をする際に初めて国土交通省で審査されます。

※4： 2009年度入学生（2010年度以降は都市環境工学科）からは新建築士法が適用されます。「建築士プログラム」は認定されませんが、新建築士法の規定により、指定科目の履修と所定の実務経
験から二級建築士の受験資格が得られます。

令和元年度　摂南大学土木会総会
　令和元年度総会を下記日程で開催いたします。ぜひ旧友とご連絡をお取りい
ただき、ご参加いただきますようお願い申し上げます。
■と　き： 令和元年11月30日（土）

○15：00～16：00
　特別講演：『～流れに身を任せた人生を振り返って～』
　発 表 者：大島技術コンサルタント株式会社 大島 正樹 様
○16：15～16：45　令和元年度総会
○17：15～19：15　懇親パーティー

■ところ： （特別講演、総会）
 大阪工業大学梅田キャンパス ２階 会議室 202教室
（懇親パーティー）
 大阪工業大学梅田キャンパス 21階 リストランテ翔 特別室（入って右側）

■会　費：3,000円

■と　き： 令和元年10月26日(土)
13:00～14:00
（ 摂南大学寝屋川キャンパス
12号館4階1241教室）

■特別講演：『土木工事の施工について
 （鉄道関連工事に例えて）』
■発表者：大鉄工業株式会社 青木葉 隆典 先生

ご 案 内 準会員（学生）向けの
特別講演会の
ご案内
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就任の挨拶

　

2
0
1
9
年
4
月
1
日
付
で
摂

南
大
学
理
工
学
部
都
市
環
境
工
学

科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
水
野
忠

雄
で
す
。
環
境
衛
生
工
学
研
究
室

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
前
任
の
八
木
俊
策
先
生
、
前
々
任
の
海
老
瀨
潜
一
先
生

は
京
都
大
学
の
先
輩
で
あ
り
、
さ
ら
に
海
老
瀨
先
生
に
お
か
れ

ま
し
て
は
研
究
室
の
先
輩
に
も
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
何
が
し

か
の
縁
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

3
月
ま
で
の
京
都
大
学
大
学
院
在
職
中
に
は
、
2
0
0
5
年

10
月
よ
り
3
年
半
の
間
、
中
華
人
民
共
和
国
広
東
省
深
圳
市
に

て
清
華
大
学
と
の
共
同
研
究
・
教
育
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の
た

め
常
駐
し
て
お
り
ま
し
た
。
皆
様
ご
存
知
の
通
り
、
深
圳
市
は

経
済
特
区
が
最
初
に
置
か
れ
た
都
市（
現
在
は
市
全
体
が
特

区
）で
、
駐
在
時
も
非
常
に
発
展
著
し
い
都
市
で
し
た
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
現
在
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
金
融
の

都
市
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
発
展
の
勢
い
が
増
し
て
い
る
印
象

で
す
。
当
時
は
地
下
鉄
も
開
業
し
た
ば
か
り
で
、
二
線
の
一
部

の
み
で
し
た
が
、
現
在
で
は
十
以
上
の
路
線
が
市
内
に
は
り
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る

地
区
に
次
々
と
高
層
建
築
物
が
建
設
さ
れ
、
昨
年
に
は
港
珠
澳

（
香
港
、
珠
海
、
澳
門
）大
橋
も
開
通
し
、
深
圳
、
香
港
を
中
心

と
す
る
地
域
は
、
ま
さ
に
土
木
・
建
設
事
業
の
宝
庫
と
言
っ
て

も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
は
環
境
分
野
で
、
主
に
オ
ゾ
ン
や
促
進
酸
化
処
理
を

用
い
た
上
水
、
下
水
、
産
業
廃
水
な
ど
の
水
処
理
技
術
の
開
発
、

運
転
制
御
の
最
適
化
、
設
計
操
作
条
件
の
提
案
の
た
め
の
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
我
々
、
土
木
・

環
境
業
界
の
幅
広
さ
、
奥
深
さ
、
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

夢
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
摂
南
大
学
着
任
と
同
時
に
栄
え
あ

る
摂
南
大
学
土
木
会
会
員
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
大
変
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
摂
南
大
学
、
摂
土
会

の
益
々
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
4
月
1
日
に
都
市
環
境
工
学

科
に
准
教
授
と
し
て
着
任
致
し
ま
し
た
、
佐

藤
大
作
と
申
し
ま
す
。
以
前
は
、
東
京
電
機

大
学
で
教
育
・
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

専
門
は
海
岸
工
学
、
環
境
水
理
学
で
す
。
沿

岸
部
に
お
け
る
波
浪
変
形
や
海
浜
変
形
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
特
に
南

太
平
洋
に
位
置
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
や
ツ
バ
ル
と
い
っ
た
環
礁

と
呼
ば
れ
る
島
を
対
象
に
、
海
面
上
昇
の
影
響
も
含
め
た
海
岸
地
形
保
全

に
関
す
る
研
究
を
長
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ム
や
湖
沼
な
ど
の

停
滞
性
水
域
に
お
け
る
温
度
成
層
の
混
合
改
善
手
法
の
開
発
と
い
っ
た
、

水
工
学
に
近
し
い
分
野
に
つ
い
て
も
最
近
で
は
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

前
職
は
助
教
と
い
う
職
階
で
し
た
が
、2
0
1
6
年
度
か
ら
独
立
し
た
研
究

室
を
運
営
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
研
究
室
と
し
て
は
日
が
浅
く
、
不
慣

れ
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
都
市
環
境
工
学
科
で
も
活
発
な
研
究
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
4
月
1
日
に
着
任
し
て
か
ら
、「
水
圏
工
学
研
究
室
」と
い
う
名
称

で
研
究
室
が
ス
タ
ー
ト
し
、
着
任
と
同
時
に
5
名
の
卒
研
生
が
配
属
と
な

り
ま
し
た
。
配
属
さ
れ
た
卒
研
生
は
皆
、
大
変
個
性
的
で
、
非
常
に
に
ぎ

や
か
な
研
究
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
研
究
室
で
は
、
1
人
1
つ
の
研
究

テ
ー
マ
を
持
ち
、
各
個
人
で
研
究
に
取
り
組
む
ス
タ
イ
ル
と
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
興
味
が
あ
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
自
分
で
研
究
テ
ー
マ
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

が
好
き
だ
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
対
象
と
し
た
研
究
が
し
た
い
」で
す
と
か
、

「
自
分
の
地
元
に
関
連
す
る
研
究
テ
ー
マ
に
し
た
い
」だ
っ
た
り
、
つ
い
に

は「
何
か
か
っ
こ
い
い
こ
と
が
し
た
い
ん
で
す
が
」と
い
っ
た
様
子
で
、
こ

れ
は
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
も
大
仕
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

相
談
を
繰
り
返
し
何
と
か
取
り
組
む
研
究
テ
ー
マ
が
決
定
し
ま
し
た
。
内

容
と
し
て
は
、
河
川
氾
濫
、
高
潮
、
津
波
×
2
、
画
像
解
析
と
い
っ
た
も

の
に
な
り
、
現
在
は
個
々
で
必
要
と
な
る
デ
ー
タ
の
収
集
や
解
析
に
必
要

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
勉
強
、
ま
た
、
既
往
の
文
献
の
収
集
整

理
と
だ
ん
だ
ん
と
研
究
活
動
が
本
格
化
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

個
人
で
研
究
に
取
り
組
む
わ
け
で
す
が
、研
究
室
と
し
て
は
1
つ
の
チ
ー

ム
で
す
。
お
互
い
の
研
究
に
興
味
を
持
ち
、
口
を
出
す
こ
と（
出
さ
れ
る
こ

と
）も
研
究
活
動
で
は
大
切
で
す
し
、
あ
る
時
に
は
協
力
し
て
デ
ー
タ
整
理

な
ど
も
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
研
究
室
内
で
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
半
年
間
の
研
究
室
運
営
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

准教授　水野 忠雄

准教授　佐藤 大作
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教 室 だ よ り
　今年度、都市環境工学科には、１年次64名（10名）、２
年次88名（９名）、３年次82名（７名）、４年次56名（３名）
で合計290名（29名）の学生が学んでいます。なお、括弧
内の数値は女子学生を示します。大学院の社会開発工学
専攻における学科出身者は、１年次５名、２年次７名です。
片桐　信�教授が学科長として学科運営に当たり、教職員
は専任10名、非常勤30名、事務スタッフ３名の陣容で教
育・研究の指導を行っています。
　学科の専門科目で、都市環境基礎ゼミⅡの中で、「P-1グ
ランプリ」というコンテスト形式の授業を展開しています。
ペーパーを用いて製作する橋梁模型の強度コンテスト（構
造部門）および工夫点をアピールするプレゼン審査（プレ
ゼン部門）を実施しています。今年度は、「デザイン部門」
を設け、強度が低くても意匠の優れる橋梁も表彰対象と
しました。これにより、最終的な表彰は①構造部門、②
プレゼン部門、③デザイン部門の３種類となりました。
2018年度�P-1グランプリは、2019年１月10日（自分たち
の模型の特徴などをパワーポイントによる発表）および１
月17日（強度コンテスト）に実施しました。デザイン投票は、
プレゼンをした後から５日間と設定しました。その中で
種々の模型で新しい発想が見られ、個性的なモデルや強
度が高い模型が増えてきてます。学生の様子を見ると、
参加意欲も比例して上昇しているのではないかと思いま
す。その結果、構造部門の優勝は石田ゼミ、準優勝は八
木ゼミ、プレゼン部門の優勝は熊野ゼミ、準優勝は片桐
ゼミ、デザイン部門の優勝は片桐ゼミ、準優勝は石田ゼ
ミとなりました。

模型例 プレゼン発表の状況

　学科主催の行事として、2018年10月10日に実施した講
演会および現場見学会について報告させていただきます。
講演会では、１年生および３年生合同で実施し、大阪府

都市整備部の方のご協力を得て、土木系公務員の職務、
土木全般の維持管理についてご講演いただきました。最
後に、質疑応答の時間があり、学生たちは積極的に質問
しておりました。
　現場見学会は、１年生は２箇所（①人と防災未来セン
ター、②琵琶湖疏水記念館）に、３年生は３箇所（①天ケ
瀬ダム再開発事業、②NEXCO総研緑化技術センター、③
阪神間都市計画整備事　園田西武庫線　立体交差工事）に
わかれて現場を見学しました。参加した学生は、建設現
場の魅力や土木技術者の役割を肌で感じているようでし
た。また、摂土会を通じて、阪神間都市計画整備事　園
田西武庫線　立体交差工事（案内：西日本旅客鉄道株式会
社　近畿統括本部　施設課　土木協議　中土井敬史様）の
見学先をご紹介いただきました。この紙面をお借りして、
心より厚くお礼申し上げます。

都市環境工学科　准教授　田中 賢太郎

大阪府都市整備部　ご講演

天ケ瀬ダム再開発事業（３年生） NEXCO総研緑化技術センター（３年生）

阪神間都市計画整備事　園田西武庫線　立体交差工事（３年生）
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本
年
度
の
就
職
状
況
は
、
９
月
11

日（
水
）現
在
で
学
部
４
年
生
56
名
、

大
学
院
２
年
生
６
名
の
う
ち
内
定

／
確
定
率
が
75
・
８
％
、
内
定
率
だ

け
み
る
と
83
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
・
専
門
工

事
会
社
が
23
名
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

17
名
、
大
学
院
進
学
３
名
、
公
務
員

７
名
、
鉄
道
１
名
、
設
備
会
社
１
名

で
す
。
一
方
、
未
内
定
者
の
内
訳
は
、

公
務
員
志
望：６
名
、
民
間（
活
動
中
、

異
業
種
含
む
）：
３
名
、
大
学
院
進

学：
１
名
と
い
う
状
況
で
す
。
９
月

14
日
に
実
施
さ
れ
る
大
学
院
入
試

は
、
公
務
員
・
民
間
企
業
の
内
定
者
、

公
務
員
志
望
と
の
併
願
者
も
合
わ

せ
て
、
４
名
が
受
験
し
ま
し
た
。
例

年
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
志
望
者
が
多
い
の

で
す
が
、
今
年
度
の
傾
向
と
し
て
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
公
務
員
を
志

望
す
る
学
生
が
多
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
理
工
学
部
全
体
の

取
組
み
も
あ
り
、
年
々
大
学
院
進
学

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
建
設
分
野
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
技
術
者
が
足
り
て
い

な
い
な
か
で
、
昨
年
度
以
上
に
各
企

業
の
採
用
活
動
が
加
速
し
ま
し
た
。

昨
年
10
月
か
ら
企
業
の
人
事
担
当

者
の
方
々
や
卒
業
生
の
み
な
さ
ま

の
来
校
が
相
次
ぎ
、
学
生
た
ち
が
１

Ｄ
Ａ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
現

場
見
学
会
に
参
加
す
る
機
会
も
増

え
ま
し
た
。
学
生
が
採
用
試
験
を
受

け
に
行
け
ば
、
受
け
に
行
っ
た
す
べ

て
の
企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ
く

と
い
う
、
就
職
担
当
教
員
と
し
て
は

大
変
気
持
ち
が
楽
な
就
職
シ
ー
ズ

ン
で
し
た
。

　

各
企
業
の
採
用
意
欲
が
高
い
一

方
で
、
自
己
分
析
や
企
業
研
究
を
十

分
に
し
な
い
間
に
内
定
を
い
た
だ

き
、
結
局
何
が
し
た
い
の
か
わ
か
ら

ず
何
社
も
の
内
定
を
い
た
だ
き
な

が
ら
辞
退
す
る
学
生
が
増
え
た
の

も
今
年
度
の
傾
向
で
す
。
学
生
た
ち

に
は
各
企
業
へ
の
入
社
後
も
知
識
・

技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
日
々
努
力

し
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
企
業
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
採
用
活
動
で
は
厳
し
い

目
で
学
生
を
ご
判
断
い
た
だ
き
、
学

生
た
ち
が
浮
つ
く
こ
と
な
く
就
職

活
動
に
取
り
組
む
よ
う
ご
指
導
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
本
学
科
の
就
職
支
援
に
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令和元年度就職状況

加熱する就職活動と採用活動 都市環境工学科　准教授　石 田　裕 子
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私　の　近　況　報　告
摂南大学　土木会名誉顧問・元教員　井上 治

　私は摂南大学を退職して、20年になります。高
齢になりましたが元気に過ごしています。
　最近の正会員の活躍と健康寿命について報告し
私の近況報告と致します。
１．地盤工学会賞受賞
　正会員の北村明洋（摂大昭和54年３月卒業）君が、
平成30年６月に地盤工学会から技術開発賞を受賞
されました。この技術は山間地の斜面や河川の護
岸災害に早期に災害復旧する円筒金網とチェーン
を用いた工法の技術開発です。
　近年日本各地で地盤災害が起き尊い命を失なっ
たことが報道されています。
　この研究はこれからの社会に寄与するものと思
います。彼の活躍を会員の皆様と共に喜びたいと
思います。
２．健康寿命
　私は10年前地区の老人会に入会しました。２年

目から保健委員に就き、役所が主催する研修会に
参加し皆さんに報告するのが役目でした。この研
修から学んだことは自分の健康は自身で健康法を
考えることでした。
　本年度の研修テーマは「寝たきりにならないため
の医療と介護」で、内容は健康寿命を延ばし、平均
寿命との差をチヂメル（縮める）ためにはどうすれ
ばよいか。健康寿命は自立して生活できる年齢を
指すもので、男女で差がありますが、平均して74
歳程度です。平均寿命とは大きな開きがあります。
高齢者の健康は社会保険保障制度などにも課題が
多いように思われます。私はこれまで８年の研修
を受けて健康法３原則を作り、実行しています。１．
バランスの取れた食事　２．運動する　３．睡眠　
です。私の健康寿命は現代84歳です。明日に向け
て努力しています。
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特 集 記 事  貢献する土木技術
防
災
・
減
災︵
河
川
︶等
の
取
り
組
み

　

国
土
交
通
省　

常
陸
河
川
国
道
事
務
所

 

角
野（
旧
姓 

吉
村
） 

英
雄（
摂
大
昭
和
₆₀
年
卒
）

　

防
災
・
減
災（
河
川
）等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
近
年
水
害
が
日
本

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
が
平
成
27
年
9
月
の
関
東
東
北

豪
雨
に
お
い
て
鬼
怒
川
の
水
害（
茨
城
県

常
総
市
）に
よ
り
逃
げ
遅
れ
の
住
民
が
発

生
し
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
私
は
常
陸
河

川
国
道
事
務
所（
茨
城
県
水
戸
市
）に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

鬼
怒
川
の
堤
防
が
破
堤
後
に
常
総
市
の
応
援
隊（
リ
エ
ゾ
ン
）と

し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
の
廻
り
の
道
路
も
最
初
は
、

50 

㎝
く
ら
い
の
冠
水
が
2
m
ま
で
達
し
、
当
時
の
市
役
所
は
、

避
難
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
も
出
来
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
後
茨
城
県
筑
西
市
に
勤
務
し
、
平
成
29
年
4
月
よ
り
、
常

陸
河
川
国
道
事
務
所
の
水
防
の
担
当
官
と
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
6
月
に
水
防
法
の
改
正
で
大
規
模
氾
濫
協
議
会
を
設

置
し
、
こ
れ
か
ら
5
年
間
で
ハ
ー
ド
対
策（
河
川
管
理
者
）、
ソ

フ
ト（
防
災
関
係
機
関
）が
一
体
と
な
っ
て
、
住
民
の
逃
げ
遅
れ

ゼ
ロ
を
目
指
す
も
の
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
国（
河
川
管
理
者
、

気
象
台
）、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
の
防
災
関
係
機
関
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
は
、
平
成
27

年
以
降
、
多
発
し
て
い
る
大
規
模
水
害
に
よ
り
、
住
民
の
逃
げ

遅
れ
が
発
生
し
、河
川
管
理
者
、防
災
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
住
民
へ
の
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
各
行
政
機
関
ご
と
に
水
防
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
各
行
政

機
関
の
取
り
組
み
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
現
在
、

河
川
管
理
者
は
、
市
町
村
の
防
災
関
係
機
関
の
ソ
フ
ト
対
策
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
市
町
村
や
自
主
防
災
会（
自
治

会
等
）の
訓
練
等
で
住
民
向
け
に
避
難
の
重
要
性
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
確
認
等
支
援
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
昭
和
60
年
卒

業
生
で
す
。
当
時
は
、
も
の
づ
く
り
が
中
心
で
し
た
。
行
政
、

住
民
、
業
界
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

建
設
業
界
も
益
々
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
御
活

躍
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

勤
務
24
年
振
り
返
り

　

ケ
イ
コ
ン
株
式
会
社　

関
西
本
店

 

平
森 

充
洋（
摂
大
平
成
７
年
卒
）

　

私
は
、
平
成
7
年
3
月
に
摂

南
大
学
を
卒
業
、
同
年
4
月
に

ケ
イ
コ
ン
㈱
に
入
社
し
、
現
在

24
年
が
経
ち
ま
し
た
。
弊
社
で
は
、
建
設
工
事
部
門
と

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
部
門
が
あ
り
、
私

は
、
入
社
か
ら
現
在
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
部
門
に

従
事
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
始
め
の
10
年
は
、
研
究
開

発
課
に
所
属
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
新
規
開
発
や

製
造
工
場
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
13
年
間
、
工
場
に
勤
務
し
、
製
品
の
生
産
管
理
、
安

全
管
理
な
ど
を
経
験
し
、
現
在
は
工
場
と
営
業
の
両
方

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
振
り
返
り
ま
す
と
、
ど
の
部
署
の
経
験

で
も
同
じ
で
す
が
、
仕
事
は
一
人
で
は
出
来
ず
、
周
り

の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
工
場
勤
務
で
は
、
も
の
づ
く

り
を
し
て
い
く
過
程
で
、
多
く
の
関
係
者
、
協
力
会
社

の
方
に
触
れ
あ
い
、
共
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
業
務

を
進
め
て
行
き
ま
す
。
工
場
勤
務
の
始
め
の
こ
ろ
は
、

周
り
の
こ
と
が
見
え
て
お
ら
ず
、
自
分
勝
手
な
パ
ス
を

出
し
、
周
り
に
迷
惑
を
掛
け
た
り
、
喧
嘩
し
た
り
し
た

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

何
年
か
経
つ
と
、
仕
事
の
流
れ
が
掴
め
、
気
配
り
の

仕
方
や
パ
ス
の
出
し
方
も
な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
思
い
や
り
が
信
頼
に
変
わ
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
一
人
で
も
多
く

の
人
と
関
わ
り
、
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
業
界

で
は
、
Ⅰ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
恩
恵
も
あ
り
、
仕

事
が
忙
し
く
な
り
そ
う
な
予
感
が
し
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
摂
大
卒
業
生
の
方
々
に
お
仕
事
で
お
会
い
す

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

宇
治
市
役
所
に
入
庁
し
て
経
験
し
た
こ
と

　

宇
治
市
役
所

 

岩
間 

一
斗（
摂
大
平
成
₂₉
年
卒
）

　

私
は
平
成
29
年
3
月
に
摂
南
大
学
を
卒
業
し
、
同
年
4
月
に

宇
治
市
役
所
に
入
庁
し
ま
し
た
。
現
在
は
入
庁
し
て
3
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
つ
い
て
、
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

宇
治
市
は
、
京
都
盆
地
の
南
東
部
に
位
置
し
、
北
は
京
都
市
、

西
は
久
御
山
町
、
南
は
城
陽
市
、
東
は
宇
治
田
原
町
・
滋
賀
県
大

津
市
と
各
々
接
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
宇
治
市
に
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
と
も
な
っ
て

い
る
平
等
院
表
参
道
、
宇
治
上
神
社
等
の
文
化
財
や
宇
治
茶
等
の
特
産
品
が
あ
り
、
文
化

的
景
観
に
も
優
れ
て
い
る
都
市
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
宇
治
市
の
目
指
す
都
市
と
し
て
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
遺
産
を
守
り
育

て
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
・
そ
こ
に
住
む
人
々
が
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る「
ふ
る
さ
と
宇
治
」を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
理
念
と
し
、「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住

み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」を
目
指
す
都
市
像
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
入
庁
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
都
市
計
画
課
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
、

都
市
計
画
課
で
は
我
々
の
暮
ら
す
ま
ち
を
将
来
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
都
市

づ
く
り
の
目
標
を
定
め
、
そ
の
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
方
針
を
定
め
る「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
策
定
や
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
、
景
観
の
形
成
及
び
開
発

事
業
の
調
整
に
関
す
る
条
例
等
を
所
管
・
運
用
す
る
こ
と
で
、
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
・

景
観
の
形
成
を
目
指
し
て
、
日
々
業
務
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
の
業
務
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
私
が
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
業
務
は
、
主
に
拠
点
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
拠
点
整
備
事
業

は
、都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
と
言
い
、国
か
ら
の
補
助
金（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
）

制
度
を
用
い
て
、
整
備
事
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
特
徴
と
し
て
、
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
目
標
等
を
設
定
・
計
画（
P
l
a
n
）し
、
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実
施

（
D
o
）、
事
業
終
了
後
に
目
標
の
達
成
度
を
評
価（
C
h
e
c
k
）し
、
必
要
な
改
善
点
を

改
善（
A
c
t
i
o
n
）す
る
。
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
も
と
、
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
こ
の
仕
事
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
自
ら
が
市
の
大
事
な
事
業
に
関
わ
り
、
一
つ

の
地
域
を
よ
り
よ
い
環
境
に
整
備
出
来
る
よ
う
計
画
か
ら
整
備
に
至
る
ま
で
携
わ
れ
る
と

い
う
の
は
、
こ
の
公
務
員
と
い
う
職
業
の
魅
力
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
公
務
員
は
市
民
の
方
々
が
ま
ち
づ
く
り
に
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
を
一
番

身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
職
業
で
す
。
人
々
に
寄
り
添
い
、
人
々
と
共
に
、
地
域
の
未

来
を
描
い
て
い
け
る
。
そ
ん
な
摂
大
生
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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 岸野 光都（土木工学科10期生、昭和51年卒）

　高専昭和51年卒及び摂大等に編入した仲間が３回目の同窓会を令和元年７月13日にOIT梅田タワー・リストラ
ンテ翔21にて行いました。参加者は32名、遠方は山口県、近畿一円から集まり、幹事長の開会のあいさつに先
立ち、亡くなられた数名の同級生及び恩師に対し哀悼の意を表し
黙祷から始め、定年後の余生を楽しんでいるもの、まだまだ仕事
が趣味で活躍しているものとお互いの話が盛り上がり、話が尽き
ないうちに楽しいひと時を限られた時間の中で過ごしました。４
回目もこのメンバー以上の参加を誓い解散しました。皆様お疲れ
様でした。なお、費用の一部を摂南大学土木会から同窓会補助を
受けました。ここに記して感謝申し上げます。

摂南大学都市環境工学科地域環境計画研究室20周年記念パーティー
 山本 純平（都市環境工学科、H30年卒）

　令和元年９月22日（日）18時より大阪工業大学梅田キャンパス最上階「リストランテ翔21」にて地域環境計画研
究室20周年記念パーティーを開催いたしました。
　パーティーには熊谷樹一郎先生をはじめ地域環境計画研究室の１期生から21期生の46名が出席しました。卒
業生による開会の宣言に続いて、熊谷先生から挨拶があり、20周年についてのお話がありました。乾杯の音頭の
後、在学生の紹介や現在の大学の状況および研究室の紹介などがあり、寝屋川キャンパスの前に立地していた
日本ペイントの敷地がスタジアムになることなどに驚きの声を上げる人もいました。さらに、卒業生作成の20
年の歴史や研究内容をまとめたムービーを上映しました。これまでの研究室の歴史を振り返る良い機会になり、
学生時代を懐かしむ人も多かったのではないかと思います。その
後は、卒業生から先生へのお祝いの言葉や各々思い出話に花を咲
かせる時間となりました。最後に参加者全員で記念撮影をしたと
ころで、これまでの時間を惜しみながらも20時頃にお開きとな
りました。20周年記念パーティーは卒業生および在学生により
企画・運営されました。また、費用の一部を摂南大学土木会から
同窓会補助を受けました。ここに記して感謝申し上げます。

同 窓 会 報 告

八木・瀬良ゼミ祝賀会 開催報告
　八木俊策先生・瀬良昌憲先生の退職記念講演会及び祝
賀会が平成31年３月23日（土）に摂南大学寝屋川キャン
パスにおいて多数の出席者の中で開催されました。
　講演会では八木先生・瀬良先生共にこれまでの経歴を
踏まえたエピソードや研究内容についてご講演いただき
ました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　祝賀会は、理工学部都市環境工学科学科長の片桐信先
生の挨拶に始まり、八木紀一郎学長の祝辞、八木俊策先
生・瀬良昌憲先生からのご挨拶を頂いてから、ご参加頂
きました皆様でしばらくの間ご歓談をお楽しみいただき
きました。ご歓談の後には、八木ゼミ・瀬良ゼミの卒業
生から、両先生方に祝辞を頂きました。
　祝賀会の後半には先生方への花束・記念品贈呈を行い、
大変喜んで頂きました。最後に八木俊策先生・瀬良昌憲
先生を囲むように、ご参加頂いた皆様で記念撮影を行い、

閉会となりました。
　最後に、八木俊策先生・瀬良昌憲先生におかれまして
は長年、ご指導ご鞭撻頂き、ありがとうございました。
心より感謝申し上げます。今後のご健康とご活躍を祈念
致しまして八木俊策先生・瀬良昌憲先生の退職記念祝賀
会の報告とさせて頂きます。

八木俊策先生・瀬良昌憲先生
退職記念講演会および祝賀会開催報告
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技術士会だより 会長　木下 幸佐（摂大昭和57年卒）

『技術士会へ入会しよう』
　技術士会は、平成14年２月の発足以来18年目を迎えました。摂
南大学卒業生で技術士・技術士補の方を正会員とし、在校生で技術
士第一次試験合格者を準会員として構成し、会員数も74名（内技術
士49名）となりました。
　技術士会では毎年総会を実施し、その折りには特別講演会を開催
して技術の研鑽に勤しんでおります。また年２回の会員相互の親睦
会や、在学生に対する技術士第一次試験受験セミナーの開催を行っ
ております。
　平成20年からは、大学技術士会連絡協議会のメンバーとして、大
学相互の技術士会の連携・啓発活動に参画しております。
　摂南大学卒業生の皆様方の中で、技術士および技術士補をお持ち
の方は是非、技術士会への入会をお願いします。
　技術士会のHPより連絡をお願いします。
　会員相互の連携と親睦をはかり、微力ながら母校の発展に尽力し
ましょう。

清藤 果林
　はじめまして。４月から都市環
境工学科で勤務しております清藤
と申します。
　これまでも事務の仕事をしておりましたが学校
事務は未経験で、はじめは戸惑うことも多く不安
もありましたが、先生方や準備室スタッフの方々
にいつも優しく教えていただき、今ではとても楽
しく勤務させていただけていることに感謝してお
ります。
　私には娘と息子がおります。上の娘がちょうど
学生たちと同じ位の年頃ということもあり、日々
学生達の学ぶ姿や、友達と楽しそうに過ごしてい
る姿がとても微笑ましく、見ている私まで元気を
もらっています。
　これからまた後期が始まり、先生方や準備室ス
タッフの方々にはご迷惑をおかけすることも多く
あるかと思いますが、早く仕事を覚えて精一杯サ
ポート出来るよう頑張って参りますので、よろし
くお願い致します。

事 務 ス タ ッ フ 紹 介

昨年7月以降に寄付いただいた方を今号にてご紹介いたします。 （令和元年 9月現在 敬称略・順不同）
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多くの可能性を

２年生　志 なつみ

　未来のことを想像するのはとて
も難し

いです。今考えてみても、はっき
りとこ

うでありたいという姿は浮かびま
せん。

しかし、全く浮かばないというわ
けでも

ありません。例えば、職に就いて
仕事に

打ち込むことや家庭を持って子供
に恵まれること、両親に親孝行を

すること、趣味を見つけて楽しみ
を作ることなど漠然とした理想は

あります。また、この先何かに興
味を持った時のために、今できる

ことはしようと決めています。そ
の今できることとして、教員免許

資格を取得することと専門科目で
ある土木の勉強をすることの二つ

が挙げられます。未来への選択肢
を増やしておくことで、こうであ

りたいという姿を見つけようと考
えています。私は一生懸命に頑張っ

たり何かを成し遂げたりすること
が、未来で何かしらの形で良い方

向に繋がるだろうと信じています
。そのため、教員免許資格取得や

どの授業に対しても、信じてがむし
ゃらに勉強に向き合っています。

これらの経験やこれからの出会い
がどんな未来にし、どんな生活を

与えてくれるのか、とても楽しみ
です。

未来の人間像
３年生　小出 一真

　私は、摂南大学を卒業し、マリコンの五

洋建設に就職し、現場監督の中で経験を積

んでいき、その経験を糧に海外で人々のた

めに働く。皆さんが思うように、思い通り

に描いた未来が必ずしも訪れるはずがない

と思っています。理想の未来にならず、長い人生
を歩んで行くことだ

けは嫌です。私は、自分のなりたい人間を目指す
ことが後悔しない未

来だと思います。
　私は、『自分との約束を守れる人間』になりたいと

思っています。自分

との約束を守った量こそが、自信に繋がると考えて
いるからです。また、

約束を守ることで自分に妥協しなくなり、自信が
付くことで困難にぶ

ち当たっても、乗り越えることができる人間になれ
ると思います。

　この人間像を目指すために、数年後、数十年後
の未来を叶えようと

するよりも、『数時間後、明日の未来を考えて叶え
ていくこと』が大切だ

と思います。だから今は、自分ができることを精一
杯頑張ります。

　このページは、私たち大学院生が企画し作成したものです。ここでは、先生方やOB・OGだけでなく学
生や皆様のご家族にも親しみがもて、学科の在学生がどのように取り組んでいるかがわかるような会報誌
にしたいと考え、学生自身の考えや意見を主に掲載しています。現在、本学科には290名の学生が在籍し
ています。摂南大学土木会の歴史は半世紀を超え、その中で、学生の考え方も変わってきていることと思
います。
　そこで、学生がどんな考えを持って自分の未来を思っているのか，どのようなことに打ち込んでどんな
努力をしているのかを皆様に知ってもらいたく、今回のテーマを「私の未来予想図」としました。それぞれ
近い将来を意識するような内容で、目標をもって積極的に取り組んでいるように感じました。
　最後に、このページの作成にご協力してくださった先生方やアンケートに答えてくださった学生の皆様
に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

編集委員　M1 
後列左から　寳田　一峻、藤家　凌我
前列左から　柴下　直美、亀田　祐希、奥田　勝稀

私の未来予想図

夢を実現するために
１年生　ジェシカ ナディア フィトヨ
　私は、都市計画に興味を持ちます。“母
国インドネシアの街を快適で安全できれい
にする”これが私の夢です。夢を実現する
ために日本への留学決意し、摂南大学理工
学部都市環境工学科に入学しました。大学では、都市計画の基礎知識から学び、将来は母国インドネシアの様々な問題点を解決のための効果的な方法を学んでいくことのできる広い視野と技術力を身に付けたいと考えています。勉強に通じて時間管理がとても大切にします。大学にはいろいろなことをやらないといけないと思いますから、または遊びや勉強の両立ができるように自分の時間管理が必要です。苦労することがあってもどんな時でも、諦めずに頑張る気持ちが非常に必要だと思います。授業だけではなく実験やグルプワークなどで勉強の取り組みができます。また、社会に出るためにチームワークやコミュニケーション力などが役にたつと思いますから大学にチームワークやコミュニケーション力を身に付けたいと考えます。

社会貢献する土木技術士に
４年生　岡部 将也
　私は、社会に貢献する土木技術者になり
たいと思っています。それを目指そうとし
た理由は、土木学生として、人手不足であ
る土木業界で活躍しなければいけないとい
う使命感を感じたからです。また、勉強していくうちに、土木のやりがいや面白さを感じたことも理由の1つです。私はその将来の夢を達成するために、内容理解を重視した勉強方法に変えたり、社会の動きをこまめにチェックしたりしてきました。それをすることで幅広い知識が身につき、物事を広い目で見ることができると考えているからです。また、その能力がハイレベルな土木技術士には必要不可欠な要素だと思っています。私は一層社会に貢献できるように、大学院進学を決心しました。大学院の2年間では、勉学に励み知識を広げることはもちろん、説明する力やリーダーシップなどのコミュニケーション能力をより強化したいと思っています。

編 集 後 記

多くの可能性を 夢を実現するために充実し
た生活の中で、私

達はこんなことを考えています！
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